
 

（高等学校用） 

母子・父子 福 祉 資 金 

貸 付 の お し ら せ 
（就学支度資金・修学資金） 

 

横浜市内に在住する母子家庭及び父子家庭で、令和７年４月にお子様が大学、短期大学、 

専修学校（専門課程）に進学予定の方のためにお貸しする資金です。 

 

 ≪申請上の注意点≫ 

 ・高等教育の修学支援新制度（各大学等による授業料等減免と日本学生支援機構の給付型奨学金）

の支援と当資金の貸付は、原則として併用不可です。やむを得ない理由がある場合は相談のうえ併

用可としますが、当資金の貸付けを受けた額のうち、新制度による減免や給付に相当する額につい

ては、支援を受けた日から６か月以内に返還をしていただきますのでご留意ください。 

 ・就学支度資金・修学資金ともに、入学金や授業料等を既に支払い済みの場合は、貸付けできません。 

 

■ 就 学 支 度 資 金 ■ 

大学、専修学校等の入学にあたって必要な入学金等が貸付けの対象となります。 
 

貸付限度額                                                         （単位：円） 

大  学 短 期 大 学 専 修 学 校(専門課程) 

国公立 私   立 国公立 私   立 国公立 私   立 

４１０，０００ ５８０，０００ ４１０，０００ ５８０，０００ ４１０，０００ ５８０，０００ 

 

■ 修 学 資 金 ■ 
大学、専修学校等に修学するための授業料、教材費、施設費等が貸付けの対象となります。 
 

貸付限度額（月額）                                                        （単位：円） 

大  学 短 期 大 学 専 修 学 校(専門課程) 

国公立 私   立 国公立 私   立 国公立 私   立 

４７，０００ ７２，０００ ４５，０００ ６２，０００ ４５，０００ ５９，０００ 

 

  



 

申請期間 

 

申請する資金 申請期間 

就学支度資金のみの申請 令和７年３月 31 日まで 

修学資金のみの申請 令和７年２月３日以降 

就学支度資金と修学資金を同時に申請 令和７年２月３日から令和７年３月 31 日まで 

※修学資金の振込みは、令和７年４月以降に在学証明書を提出していただいてからになります。 

 

 

貸付金の返済 

 

返済期間は、お子様が学校を卒業された後６か月を経過してから１０年以内です。将来ご返済

いただく制度ですので、無理のない借入・返済計画を立ててください。 

ご返済いただけない場合は、弁護士等への徴収委任をさせていただく場合があります。 

 

 

相談・受付 

 

お住まいの区役所のこども家庭支援課にて、担当職員が貸付金や生活の状況等についてお

話を伺います。ご相談の際に、当資金借り入れの必要性が確認されてから、申請書等の必要書

類を揃えて提出していただきます。 

なお、審査により貸付できない場合があります。 

 

 

お問い合わせ 

 

区   名 電  話  番  号 区   名 電  話  番  号 

青 葉 区 ９７８－２４５７ 瀬 谷 区 ３６７－５７０３ 

旭   区 ９５４－６１１７ 都 筑 区 ９４８－２３２１ 

泉   区 ８００－２４４８ 鶴 見 区 ５１０－１８３９ 

磯  子 区 ７５０－２４７５ 戸 塚 区 ８６６－８４６８ 

神 奈 川 区 ４１１－７１１３ 中   区 ２２４－８１７１ 

金 沢 区 ７８８－７７７２ 西   区 ３２０－８４０２ 

港 南 区 ８４７－８４５７ 保土ケ谷区 ３３４－６３５３ 

港 北 区 ５４０－２３２０ 緑   区 ９３０－２４３２ 

栄   区 ８９４－８９５９ 南   区 ３４１－１１５２ 

横浜市こども青少年局こども家庭課 ６７１－２３９０ 

 




